
1.  原子爆弾についての皆さんの体験/原爆・原発への賛否  この問題は、度々、
報道されますね。アメ
リカでは被曝の悲惨さ
を伝えるような展示は
大きな博物館では行わ
れていません。 
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 「ゲン」の読者が複数いたことに驚きました。 
作者の中沢啓治氏が、この回の講義の前日に亡
くなったのは残念です。 

 皆さん、それぞれ、様々な原爆についての
体験をしているようです。是非それを忘れな
いで欲しいと思います。また、他の人にも伝
えて欲しいと思います。 

 決して快い体験では
なかったはずです。し
かし、知らなければな
らないことです。 

 特に原子爆弾につい
て、その存続や広島・ 

長崎での使用については、賛否があると思います。
賛否がどちらであっても、決して忘れてはいけない
のは、しっかりと知識を身につけた上での判断であ
るべきだということです。その威力がどれほどのも
のか、その被害がどれほどのものか、そうした知識
は判断の際に必須です。 

 しっかりと考えることはもちろんそうです。
私が伝えたいのは、その前提としての知識が必
要だということです。 

 悲惨なことを思い出すのは
辛いことです。そういう意識
かもしれません。しかし忘れ
てはならないと思います。 

 北朝鮮のように核兵器に積極的な国も
ありますし、これまで原発を使い続けた
ために、核のゴミはあふれています。知
らなければならないことがあります！ 

 正しい予想です。この講義をとってしまったのであきらめて下さい。ただし、「知らない幸せ」はマヤ
カシです。人を傷つけてしまうかもしれないのに「知らない幸せ」に安穏としていていいのですか？そし
て、これまで贅沢に電力を使って豊かな生活をしてきた私たちが責任を持って知る必要があると思います。 

 安倍政権を含め、このような指摘をする人は
多いです。私自身も福島原発事故後の反原発に
ついて同様に思いました。電力が不足すること 

で仕事を失ったり無くなったりする人が出てはなりません。しかし、最近の興味は、「電力が足りないか
ら原発は必要だ」と言っている人々が、どれだけ多くの人に大変な思いをさせているのか、とか、どれだ
け節電に努めようという意識が働いているのか、という方向に向かっています。 

 その通りです。そして、そうし
たリスクを背負っているのは、主
に、原発の近くに住む人たちです。 

私たちは、そうした犠牲を強いながら、原発から遠く離れた場所で安全に暮らしていることを忘れてはい
けません。 



2.  放射線などあれこれ  ウランになりませんよ～！出てきた中
性子が、他のウラン原子に衝突するとい
うことです。中性子が当たったウランが
また分裂して連鎖反応になります。 

 まず技術的に困難です。物質すべてを
エネルギーにするためには、「反物質」
と呼ばれるものを作る必要があります。
それを作るのが大変です。できても、放
射線を大量に出すので危険です。 

 できないと思います。そこで、原
子炉では放射線や放射性物質がもれ
ないように工夫してきました。 

 ウランも元素ですから、金を作れないのと同様に、
ウランも作れません。オーストラリアなどの外国の鉱
山で採掘して日本に輸入しています。 

 放射線を出す物質を放射性物質といいます。放
射性物質には様々な種類があって、あっという間
に放射線を出しきってしまって別の物質になるも
のもあれば、何万年も出し続けるものもあります。  

 それは物質の性質であって、エネルギー
の量とは関係ありません。 

 放射線にはα線β線γ線などがあります。γ線だ
けは紫外線などと同類の、ただし強力な電磁波です。 

 そうです。ただし他にもあります。例え
ば、中性子を吸収しただけで放射性物質に
なるもの、放射線を浴びて放射性物質にな 

るものなどです。作業員が使った手袋なども含まれます。多くの可能性で放射性物質ができてしまいます。 

 放射性物質はウラン30kg に対してもっと沢山
できると思います。きっと調べればわかるので
しょうけれど、調べていません。 

 膨大なエネルギーなの
で爆弾にも使える訳です。 

 実感がわくかどうかは別ですけれど、
我ながら伝えやすい説明だったと思いま
した。（自画自賛シリーズ） 

 分子レベルの鉄砲で撃たれているようなもの
である、というのは、我ながら人に伝えやすい
表現だったと思っています。 

 いい質問です。時々、学校教育は
間違っています。質量は保存しませ
ん。エネルギーを含めて考えると保
存します。 

3.  その他 
 講義でもお話しした通り、経済
学に詳しい人ほど否定します。し
かし個人的にはそう思います。 

そして、デフレを「みんなの意志で問題を克服した事例」とできたらいいなぁ、と思っています。 
 前回のリアクションペーパーの
フィードバックに対するリアクション
で、飲み合わせの話です。グレープフ
ルーツはＫ(カリウム)が豊富なので、 

ナトリウムポンプとの兼ね合いで…（詳しくは生物学で。）心臓に負荷をかける可能性がある訳です。 
 私も心配しています。とりあえず、
「通貨戦争」(通貨切り下げ競争)には参
加しましたね。 

 普通に知っています。他の先生方も御
存じなのに、講義では使わないだけで
しょう。多分。 



4.  わたしたちと物理学  正直なコメントだと思います。今
回の件で、テレビでもインターネッ
トでも新聞でも放射線について説明
していました。それなのに、どうし
て知らないのでしょう！？それ以前
にも電力館(渋谷)などで原子力の情
報はアクセスできたはずです。 
 私は現代の教育は根本的に誤って
いると思います。勉強は楽しいもの
だとか、興味を持ったものを勉強す
ればいいだとか、そんな教育を受け
てきたのではないですか？ 

 その結果、物理学とか、難しくて面倒なこと避けてきたのではないですか？難しいから、嫌いだから勉
強しなくていいんだ、と思っていませんか？ 多くの人は、多分、そうだと思います。 

 そして、難しいことは、科学者と
か技術者に任せておけばいいや、と 

思っていないでしょうか。
原子を悪用しない心は、 

原子力発電所や、原子爆弾を直接作るような人にあればいい、とだけ思っていませんか？あるいは、多くの
人は、多分、そのように思っているのではないでしょうか。 
 その結果が現代の社会です。日本国民は原子力発電を推進する政党を、ずっと支持し続けてきました。国
民が選んだのです。パキスタンやインドは、近年、原子爆弾を開発しました。報道を見る限り、国民はそれ
を支持しています。みんな、国民が選んだことです。 
 こうした国民の判断が、十分な知識に基づいて選んだのなら、致し方ありません。ところが、日本国民は、
原発事故が起こって、初めて恐がるくらい、原子力についての知識がありませんでした。パキスタンやイン
ドの国民が、核兵器を作るにあたって、国民が広島・長崎の被爆体験を勉強したとは聞きません。アメリカ
やロシア、中国の国民もどれだけ被爆体験を知っているでしょうか？ 

 そう思っていて間違いはないと思いま
す。沢山のエネルギーを生み出せる方法
は、そのエネルギーの悪用へつながるか
らです。しかし、その利便性を利用して
いるのは私たちなので、もどかしいとか、
裏がある、というだけでなく、きちんと
知識を身につけなければならないのでは
ないでしょうか。 

 自分の未来も、原発近隣の
人々の未来も、子孫の未来も、
今、私たちがどう判断するか 

にかかっています。そして、判断を誤らないように、色々なことを学ぶべきではないでしょうか。 

            科学や技術の発達に伴って、
人類は多くの能力を手に入れました。しかし、国や科学
者がそれを正確に伝えないため、あるいはもっと罪深い
ことに、国民が十分に知ろうとしないために、判断材料
がないままに国のやることに従っています。 

 このコメントにあるように、既に放射性物質
があふれているので、私たちは、苦手でも勉強
しなければなりません。私たち自身が使ってい
るもの、使ってきたものですから。 

 その他の科学技術も、利用するだけではなく、その仕組みについて理解し、私自身が判断できるようにし
なければならないと、私は思います。 

 辛い思いをさせてしまったとしたら、申
し訳なく思います。私たち自身のやるべき
ことを考えるため、もう少し話を続けさせ
て下さい。 



自然科学基礎（わたしたちと物理学） 

期末試験について 
 
 ・日時 ： 2013年1月17日（木）  3限 
 ・会場 ： 待望館９０５教室 
         （教室が違うので注意！） 
 ・持込み  ： 一切不可 
 ・試験範囲： 全部 
 
 ※ Web は冬休み中に整備できませんでした     
   のでお詫びします。今週末には整備します。 


